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高等学校古典文法指導法の改善に関する一つの試み（その 3）
―『万葉集』における「こそ」の用例と「係り結び」の成立を中心に―
A study on the improvement of the teaching method of classical 
Japanese grammar in high school （Part 3）: 
Focusing on the establishment of Kakarimusubi（Kind of concordance）through 









































































































































































































































題目語 評釈語 助辞叙説語 接尾語②様態語 接尾語①情態語（補説語）語基接続語 ＝
















































A  名詞に接続した「こそ」　84 例（39.3％）
B  副詞に接続した「こそ」　1例（0.5％）
C  助詞（接尾辞を含む）に接続した「こそ」　61 例（28.5％）
D  連用形に接続した「こそ」　48 例（22.4％）
E  連体形に接続した「こそ」　1例（0.5％）







あったと述べているのに対し、稿末の用例一覧の Aで示した 75 例のうち、結びの已然形が逆











































































































































「を」「と」が 19例、接続助詞「は（ば）」「て」が 14例、間投助詞「し」が 14例、副助詞「の



































































































































































































































































用例は『万葉集 本文篇』18）、訓は『万葉集 訳文篇』19）、訳は『万葉集 釋注』20）に依った。すべて底
本は西本願寺本万葉集である。
A　名詞に接続した「こそ」
巻 歌番号 接続 意味 結び 関係 用例 訓（訳）
1 1 名詞 強調 已然形 逆接 吾許曽居。 我こそ居れ。
（私が平らげているのですが。）
1 1 名詞 強調 已然形 逆接 吾己曽座。 我こそいませ。
（私が治めているのですが。）
1 1 名詞 強調 已然形 吾許背歯、告目。 我こそば、告らめ。
（わたしの方からうち明けましょう。）
1 52 名詞 強調 已然形 水許曽婆、常尓有米。 水こそば、常にあらめ。
（水こそは、常にあるでしょう。）
2 92 名詞 強調 已然形 吾許曽益目。 我こそ益さめ。
（私こそまさっているでしょう。）
2 131 名詞 強調 已然形 逆接 人社見良米。 人こそ見らめ。
（人は見もしましょうが。）
2 131 名詞 強調 已然形 逆接 人社見良米。 人こそ見らめ。
（人は見もしましょうが。）
2 131 名詞 強調 已然形 風社依米。 風こそ寄せめ。
（風が吹き寄せるでしょう。）
2 131 名詞 強調 已然形 浪社来縁。 浪こそ来寄れ。
（波が寄って来るでしょう。）
2 138 名詞 強調 已然形 逆接 人社見良米。 人こそ見らめ。
（人は見もしましょうが。）
2 138 名詞 強調 已然形 逆接 人社見良米。 人こそ見らめ。
（人は見もしましょうが。）
2 138 名詞 強調 已然形 浪己曽来依。 浪こそ来寄れ。
（波が寄って来るのです。）
2 138 名詞 強調 已然形 風己曽来依。 風こそ来寄れ。
（風が寄って来るのです。）
2 145 名詞 強調 已然形 逆接 人社不知。 人こそ知らね。
（人にこそわかりませんが。）
2 217 名詞 強調 已然形 逆接 露己曽婆、…消等言。 露こそば、…消ゆといへ。
（露なら、…消えるといいますが。）
2 217 名詞 強調 已然形 逆接 霧己曽婆、…失等言。 霧こそば、…失すといへ。
（霧なら、…なくなるといいますが。）
3 239 名詞 強調 已然形 逆接 十六社者、伊波比拜目。 鹿こそば、い這ひ拝め。
（鹿は、膝を折って這うように皇子を敬っていますが。）
3 239 名詞 強調 已然形 逆接 鶉己曽、伊波比廻礼。 鶉こそ、い這ひもとほれ。
（鶉は、うろうろとおそばを這いまわっていますが。）
3 281 名詞 強調 已然形 逆接 君社見良目。 君こそ見らめ。
（あなたは、ご覧になっておられるのでしょうが。）
3 312 名詞 強調 已然形 逆接 昔者社、…所言奚米。 昔こそ、…言はれけめ。
（昔は、…軽んじられもしたでしょうが。）
3 444 名詞 強調 已然形 逆接 昨日社、公者在然。 昨日こそ、君はありしか。
（昨日こそ、あなたは生きていましたのに。）
3 474 名詞 強調 已然形 逆接 昔許曽、外尓毛見之加。 昔こそ、外にも見しか。
（昔こそ、関係ないものと思っていましたが。）




4 635 名詞 強調 已然形 珠社所念。 玉こそ思ほゆれ。
（玉のようにあなたが思われるのです。）
4 647 名詞 強調 已然形 人之事社、繁君尓阿礼。 人の言こそ、繁き君にあれ。
（人の噂こそ、絶えないあなたですから。）
4 674 名詞 強調 已然形 相而後社、悔二破有跡五十戸。逢ひて後こそ、悔いにはありといへ。
（逢ってしまった後で、きっと後悔するものと人は言います。）
5 857 名詞 強調 已然形 和礼許曽末加米。 我こそまかめ。
（私は、枕ににしたいものです。）
5 878 名詞 強調 已然形 能知許曽斯良米。 後こそ知らめ。
（後になって思い知らされるのでしょう。）
6 963 名詞 強調 已然形 逆接 神社者、名著始鶏目。 神こそば、名付けそめけめ。
（神が、初めて名づけられたのでしょうが。）
7 1098 名詞 強調 已然形 妹許曽有来。 妹こそありけれ。
（妹山があったのですね。）
7 1252 名詞 強調 已然形 逆接 人社者、意保尓毛言目。 人こそば、おほにも言はめ。
（人は、平凡な景色だというでしょうが。）
7 1391 名詞 強調 已然形 風許増不令依。 風こそ寄せね。
（風さえ寄せてくれません。）
8 1475 名詞 強調 已然形 逆接 戀許曽益礼。 恋こそ増され。
（恋心が募るだけですのに。）
8 1481 名詞 願望 已然形 今社鳴米。 今こそ鳴かめ。
（今こそ鳴いておくれ。）
8 1629 名詞 強調 已然形 逆接 山鳥許曽婆、…嬬問為云。 山鳥こそば、…妻問ひすといへ。
（山鳥なら、…妻どいをするといいますのに。）
9 1751 名詞 強調 已然形 逆接 昨日己曽、吾超来壮鹿。 昨日こそ、我が越え来しか。
（昨日、私は越えてきましたが。）
9 1782 名詞 強調 已然形 逆接 雪己曽波、春日消良米。 雪こそは、春日消ゆらめ。
（雪ならば、春の日差しに消えもしましょうが。）




10 1843 名詞 強調 已然形 逆接 昨日社、年者極之賀。 昨日こそ、年は果てしか。
（昨日、年は暮れたばかりですのに。）
10 1947 名詞 願望 已然形 今社鳴目。 今こそ鳴かめ。
（今こそ鳴いておくれ。）
10 1951 名詞 強調 已然形 逆接 今社者、…来喧響目。 今こそば、…来鳴きとよめめ。
（今こそ、…やって来て鳴きたててくれればいいのに。）
10 1990 名詞 強調 已然形 逆接 吾社葉、憎毛有目。 我こそば、憎くもあらめ。
（私のことを、嫌な女だとお思いでしょうが。）
10 2145 名詞 強調 已然形 戀許曽益焉。 恋こそ増され。
（恋心は募るばかりです。）
10 2211 名詞 強調 已然形 今許曽黄葉、始而有家礼。 今こそもみち、そめてありけれ。
（今まさにもみじし、はじめています。）
10 2269 名詞 強調 已然形 逆接 戀許曽益也。 恋こそ増され。
（恋心が募るばかりなのですが。）
11 2559 名詞 強調 已然形 逆接 今日社間。 今日こそ隔て。
（今日一日を隔てているだけなのに。）
11 2592 名詞 強調 已然形 逆接 生日社、見幕欲為礼。 生ける日にこそ、見まく欲りすれ。
（生きている今こそ、あなたに逢いたいのに。）
11 2670 名詞 強調 已然形 戀社益。 恋こそ増さめ。
（恋心がいっそう募ってくるでしょう。）
11 2831 名詞 強調 已然形 逆接 吾社益。 吾こそまされ。
（私のほうがずっと増さっているのですが。）
11 2838 名詞 強調 已然形 逆接 瀬社因目。 瀬にこそ寄らめ。
（瀬に寄ってくれればいいのですが。）
12 2911 名詞 強調 已然形 逆接 眼社忍礼。 目こそ忍ぶれ。
（逢うことだけは我慢していますが。）




12 2931 名詞 強調 已然形 吾社湯亀。 我こそ行かめ。
（私の方から参ります。）
12 2996 名詞 強調 已然形 事社者、…常不所忘。 言こそば、…常忘らえね。
（あなたの言葉こそ、…いつも忘れられません。）
12 3004 名詞 強調 已然形 逆接 将失日社、吾戀止目。 失せなむ日こそ、我が恋止まめ。
（なくなるような日があれば、私の恋心も静まるでしょうが。）
12 3048 名詞 強調 已然形 戀社益。 恋こそ増され。
（恋心が募るばかりです。）
12 3114 名詞 強調 已然形 人之言社、繁君尓有。 人の言こそ、繁き君にあれ。
（人の噂こそ、絶えないあなたですから。）
13 3327 名詞 強調 已然形 逆接 草社者、取而飼曰戸。 草こそば、取りて飼ふといへ。
（草は、取って食わせているのに。）
13 3327 名詞 強調 已然形 逆接 水社者、挹而飼曰戸。 水こそば、汲みて飼ふといへ。
（水は、汲んで飲ませているのに。）
13 3330 名詞 強調 已然形 逆接 衣社薄、…又母相登言。 衣こそば、…またも逢ふといへ。
（衣なら、…また合うといいますが。）
13 3330 名詞 強調 已然形 逆接 玉社者、…又物逢登曰。 玉こそば、…またも逢ふといへ。
（玉なら、…また合うといいますが。）
13 3332 名詞 強調 已然形 逆接 与海社者、…然真有目。 海とこそば、…然直ならめ。
（海とは、…しかとそのまま存在しているのでしょうが。）
14 3367 名詞 強調 已然形 逆接 目許曽可流良米。 目こそ離るらめ。
（目を合わせる機会は遠のいているのでしょうが。）
14 3397 名詞 強調 已然形 逆接 多麻毛許曽、比氣波多延須礼。玉藻こそ、引けば絶えすれ。
（玉藻なら、引けば絶えもしましょうが。）
14 3417 名詞 強調 已然形 伊麻許曽麻左礼。 今こそ増され。
（今のほうが思いが募るとは。）




14 3491 名詞 強調 已然形 逆接 楊奈疑許曽、伎礼波伴要須礼。 楊こそ、伐れば生えすれ。
（柳なら、伐ればまた生えてもきますが。）
14 3522 名詞 強調 已然形 逆接 伎曽許曽波、兒呂等左宿之香。 昨夜こそは、児ろとさ寝しか。
（ほんの夕べ、あの子と寝たばかりなのに。）
15 3757 名詞 強調 已然形 逆接 安我未許曽、…許己尓安良米。 我が身こそ、…ここにあらめ。
（我が身こそ、…ここにいますが。）
16 3864 名詞 強調 已然形 逆接 官許曽、指弖毛遣米。 官こそ、さしても遣らめ。
（お役所なら、名指しで遣わしもしましょうが。）
17 3893 名詞 強調 已然形 逆接 昨日許曽、敷奈弖婆勢之可。 昨日こそ、舟出はせしか。
（つい昨日、船出をしたばかりなのに。）








19 4186 名詞 強調 已然形 戀己曽益礼。 恋こそ増され。
（恋しさが募るばかりです。）
20 4317 名詞 強調 已然形 伊麻己曽由可米。 今こそ行かめ。
（今こそ出かけてみたいものです。）
3 466 名詞 強調 連体形 逆接 胸己所痛。 胸こそ痛き。
（胸が痛みますのに。）
4 484 名詞 強調 連体形 逆接 一日社、人母待吉。 一日こそ、人も待ちよき。
（一日ぐらいなら、人を待つのもたやすいことでしょうが。）
8 1629 名詞 強調 連体形 胸許曽痛。 胸こそ痛き。
（胸が痛んでなりません。）
11 2651 名詞 強調 連体形 己妻許曽、常目頬次吉。 己が妻こそ、常めづらしき。
（私の妻こそ、いつも可愛くてなりません。）
11 2781 名詞 強調 連体形 最今社、戀者為便無寸。 もとも今こそ、恋はすべなき。
（最も激しい今、私の恋はどうしようもありません。）




17 4011 名詞 強調 連体形 久佐許曽之既吉。 草こそ繁き。
（草は茂りに茂っています。）
12 3201 名詞 強調 なし 妹之為社。 妹がためこそ。
（妻のためです。）
14 3419 名詞 不明 不明 不明 久麻許曽之都等。 隈こそしつ、と。
（不明）
B　副詞に接続した「こそ」
巻 歌番号 接続 意味 結び 関係 用例 訓（訳）
16 3826 副詞 強調 名詞 如是許曽有物。 かくこそあるもの。
（こういう姿のものなのですね。）
C　助詞（接辞を含む）に接続した「こそ」 
巻 歌番号 接続 意味 結び 関係 用例 訓（訳）








10 2316 助詞 強調 已然形 宇倍志社、…雪者不消家礼。 うべしこそ、…雪は消ずけれ。
（なるほどそれで、…雪は消えないのですね。）




17 3993 助詞 強調 已然形 可久之許曽、美母安吉良米々。かくしこそ、見も明らめめ。
（このように眺めてたのしみたいものです。）




18 4098 助詞 強調 已然形 可久之許曽、都可倍麻都良米。 かくしこそ、仕へ奉らめ。
（このようにして、お仕え申し上げましょう。）




19 4187 助詞 強調 已然形 如是己曽、…見都追思努波米。 かくしこそ、…見つつ偲ばめ。
（こうして、…見ては賞めましょう。）
19 4188 助詞 強調 已然形 如此許曽、…年尓之努波米。 かくしこそ、…年にしのはめ。
（このように、…来る年来る年も愛でましょう。）
19 4267 助詞 強調 已然形 如是己曽、見為安伎良目米。 かくしこそ、見し明らめめ。
（このように、ご覧になって心を晴らされるのでしょう。）
20 4485 助詞 強調 已然形 可久之許曽、売之安伎良米晩。 かくしこそ、見し明らめめ。
（このように、ご覧になってお心を晴らされるでしょう。）
4 678 助詞 強調 已然形 逆接 見而者耳社、…吾恋止眼。 見てばのみこそ、…吾が恋止まめ。
（お逢いした時こそ、…私の恋もおさまるでしょうが。）
6 1005 助詞 強調 已然形 逆接 盡者耳社、…止時裳有目。 尽きばのみこそ、…止む時もあらめ。
（尽きてなくなりでもしたら、…なくなる時もあるでしょうが。）
6 1005 助詞 強調 已然形 逆接 絶者耳社、…止時裳有目。 絶えばのみこそ、…止む時もあらめ。
（絶えたりでもしたら、…なくなる時もあるでしょうが。）
13 3298 助詞 強調 已然形 各鑿社吾、恋度七目。 かくのみこそ我が、恋ひわたりなめ。
（こんな有様で私は、恋い焦がれ続けるだけなのでしょ
うから。）
11 2575 助詞 強調 已然形 逆接 君乎見常衣、…眉根掻礼。 君を見えとこそ、…眉根掻きつれ。
（あなたに逢いたばかりに、…眉を掻きましたのに。）
7 1098 助詞 強調 已然形 逆接 木道尓社、妹山在云。 紀伊路にこそ、妹山ありといえ。
（紀伊路に、妹山があると世間では言いますが。）
10 2055 助詞 強調 已然形 年尓社候。 年にこそ待て。
（一年かけて待たねばならないのです。）
10 2104 助詞 強調 已然形 夕陰社、咲益家礼。 夕影にこそ、咲き増さりけれ。
（夕方の光の中でこそ、ひときわ咲きにおうものですね。）




14 3478 助詞 強調 已然形 奈尓己曽与佐礼。 汝にこそ寄され。
（あなたに関係があると噂を立てられています。）




15 3718 助詞 強調 已然形 奈尓許曽安里家礼。 名にこそありけれ。
（名前だけのことでした。）
18 4094 助詞 強調 已然形 敝尓許曽死米。 辺にこそ死なめ。
（お側で死にましょう。）
4 494 助詞 強調 已然形 逆接 人乎許曽、…恨三念。 人をこそ、…恨めしみ思へ。
（その人をこそ、…恨めしく思うのですが。）
4 622 助詞 強調 已然形 逆接 汝乎社念。 汝をこそ思へ。
（あなたのことしか思っていないのに。）
4 629 助詞 強調 已然形 逆接 君乎社、…待難為礼。 君をこそ、…待ちかてにすれ。
（あなただけを、…待ちかねていますのに。）
10 2349 助詞 強調 已然形 逆接 君乎社待也。 君をこそ待て。
（あなたをひたすらお待ちしておりますのに。）
14 3493 助詞 強調 已然形 奈乎許曽麻多売。 汝をこそ待ため。
（あなたの来るのを待ちましょう。）
14 3531 助詞 強調 已然形 逆接 伊母乎許曽、安比美尓許思可。 妹をこそ、相見に来しか。
（あなたに逢いに来ただけなのに。）
7 1365 助詞 強調 已然形 實成而許曽、戀益家礼。 実に成りてこそ、恋増さりけれ。
（実になってからの方が、恋心は募るのです。）
8 1584 助詞 強調 已然形 似許曽有家礼。 似てこそありけれ。
（似ていらっしゃいます。）




4 605 助詞 強調 已然形 逆接 無者社、…不相死為目。 なくはこそ、…逢はず死にせめ。
（もしなかったなら、…逢わずに死ぬことになるでしょうが。）
4 749 助詞 強調 已然形 逆接 所見者社有。 見えばこそあれ。
（姿を見せてくれればいいのですが。）
6 1054 助詞 強調 已然形 逆接 絶者許曽、…遷往目。 絶えばこそ、…うつろい行かめ。
（絶えることがあれば、…寂れていくこともあるでしょうが。）
7 1382 助詞 強調 已然形 逆接 絶者許曽、…不遂登思歯目。 絶えばこそ、…遂げじと思はめ。
（絶えることがあれば、…遂げられないと思うでしょうが。）
7 1414 助詞 強調 已然形 逆接 在者社、…吾惜責。 あらばこそ、…我が惜しみせめ。
（生きていたなら、…私も惜しんだりするでしょうが。）
11 2524 助詞 強調 已然形 逆接 直相者社、名者立米。 直に逢はばこそ、名は立ため。
（直にお逢いしたのなら、浮名が立ったりもしましょうが。）
13 3263 助詞 強調 已然形 逆接 有跡謂者社、…家尓毛由可目。 ありと言はばこそ、…家にも行かめ。
（いると言うのなら、…家に帰りもしましょうが。）




16 3792 助詞 強調 已然形 逆接 死者木苑、相不見在目。 死なばこそ、相見ずあらめ。
（もし死んでいたら、こんな目にあわずにすんだでしょうが。）
16 3809 助詞 強調 已然形 逆接 有者許曽、…反賜米。 あればこそ、…返したまはめ。
（あるのでしたら、…お返しいただきたいのですが。）
4 731 接辞 強調 已然形 惜社泣。 惜しみこそ泣け。
（悔しいからこそ泣くのです。）
11 2647 接辞 強調 已然形 逆接 遠見社、目言疎良米。 遠みこそ、目言離るらめ。
（遠くにいるから、逢うことも語ることもないのでしょうが。）
11 2697 接辞 強調 已然形 逆接 惜社、…燎乍渡。 惜しみこそ、…燃えつつ渡れ。
（悔しいからこそ、…思いを燃やして過ごしていますのに。）
11 2697 接辞 強調 已然形 逆接 惜己曽、…燎乍毛居。 惜しみこそ、…燃えつつも居れ。
（悔しいからこそ、…思いを燃やしてこらえていますのに。）








6 1051 接辞 強調 助詞 清見社、…定異等霜。 清みこそ、…定めけらしも。
（清らかだからこそ、…定めたのでしょう。）
16 3886 助詞 強調 名詞 逆接 馬尓己曽、布毛太志可久物。 馬にこそ、ふもだし懸くもの。
（馬になら絆を懸けるものなのに。）
7 1065 助詞 強調 連体形 諾石社、…偲家良思吉。 うべしこそ、…偲びけらしき。
（だからこそ、…偲んだのでしょう。）
12 2865 助詞 強調 連体形 逆接 有者許曽、…歓有倍吉。 あらばこそ、…嬉しかるべき。
（いてくれたなら、…嬉しいことでしょうに。）
16 3886 助詞 強調 連用形 逆接 牛尓己曽、鼻縄波久例。 牛にこそ、鼻縄はくれ。
（牛になら鼻縄をつけるものなのに。）
8 1576 助詞 強調 なし 君故尓許曽。 君故にこそ。
（あなたを思ってのことなのです。）
4 778 助詞 願望 なし 君乎見尓許曽。 君を見にこそ。
（あなたにお逢いしたいからなのです。）
7 1377 接辞 強調 なし 人目多見許曽。 人目多みこそ。
（人目が多いからです。）
11 2359 接辞 強調 なし 人目多社。 人目多みこそ。
（人目が多いからです。）
14 3574 接辞 強調 なし 宇良和可美許曽。 うら若みこそ。
（まだ若木でありすぎて。）
19 4161 接辞 強調 なし 常乎奈美許曽。 常をなみこそ。
（常というものがないからなのです。）
D　連用形に接続した「こそ」  
巻 歌番号 接続 意味 結び 関係 用例 訓（訳）
12 2958 連用形 願望 終止形 不止見与、我戀将息。 止まず見えこそ、我が恋止まむ。
（いつも姿を見せてくれたら、私の恋心もおさまるでしょう。）
1 15 連用形 願望 なし 清明己曽。 さやけかりこそ。
（さわやかであってほしい。）
3 335 連用形 願望 なし 淵有乞。 淵にありこそ。
（淵であってほしい。）
4 615 連用形 願望 なし 夢所見乞。 夢に見えこそ。
（夢に見えてほしいものです。）
4 704 連用形 願望 なし 欲見社。 見まく欲りこそ。
（あなたの顔を見たいと思っているのです。）
5 807 連用形 願望 なし 都伎提美延許曽。 継ぎて見えこそ。
（絶えず見えて下さい。）
5 845 連用形 願望 なし 知良須阿利許曽。 散らずありこそ。
（散らずにいておくれ。）
5 852 連用形 願望 なし 左氣尓于可倍許曽。 酒に浮かべこそ。
（酒の上に浮かべて下さい。）
6 985 連用形 願望 なし 五百夜継許曽 五百夜継ぎこそ。
（五百日分の夜をつなぎあわせて下さい。）
6 995 連用形 願望 なし 遊飲與。 遊び飲みこそ。
（このように遊び飲んで下さい。）
7 1211 連用形 願望 なし 吾耳見乞。 吾に見えこそ。
（私に見せておくれ。）
7 1248 連用形 願望 なし 我告与。 我に告げこそ。
（私に告げておくれ。）
8 1498 連用形 願望 なし 往而告社。 行きて告げこそ。
（行って伝えておくれ。）
10 1928 連用形 願望 なし 開而所見社。 咲きて見えこそ。
（咲いて見せておくれ。）
10 1965 連用形 願望 なし 尓保比与。 匂ひこそ。
（鮮やかに色づいておくれ。）




10 2008 連用形 願望 なし 速告与。 早く告げこそ。
（早く知らせてほしい。）
10 2083 連用形 願望 なし 待登告許曽。 待つと告げこそ。
（お待ちしていると伝えておくれ。）
10 2129 連用形 願望 なし 於妹告社。 妹に告げこそ。
（あの子に告げておくれ。）
10 2249 連用形 願望 なし 於妹告社。 妹に告げこそ。
（あの子に告げておくれ。）
11 2501 連用形 願望 なし 夢所見与。 夢に見えこそ。
（夢に見えて下さい。）
11 2634 連用形 願望 なし 夢所見社。 夢に見えこそ。
（夢に見えて下さい。）
11 2661 連用形 願望 なし 打棄乞。 打棄てこそ。
（見捨てて下さい。）
11 2722 連用形 願望 なし 妹尓告乞。 妹に告げこそ。
（妻に伝えて下さい。）
11 2776 連用形 願望 なし 妹告乞。 妹に告げこそ。
（あの子に告げて下さい。）
12 2842 連用形 願望 なし 夢見与。 夢に見えこそ。
（夢に姿を見せて下さい。）
12 2850 連用形 願望 なし 相見与。 逢ふと見えこそ。
（目の前にいるかのように姿を見せておくれ。）
12 2957 連用形 願望 なし 夢尓所見乞。 夢に見えこそ。
（夢に現れておくれ。）
12 2959 連用形 願望 なし 嗣而所見与。 継ぎて見えこそ。
（続けて姿を現しておくれ。）
12 3024 連用形 願望 なし 有跡告乞。 ありと告げこそ。
（いると告げておくれ。）
12 3108 連用形 願望 なし 次而所見欲。 継ぎて見えこそ。
（夜ごと姿を見せてほしいものです。）
12 3120 連用形 願望 なし 夢所見欲。 夢に見えこそ。
（夢に見えて下さい。）
12 3142 連用形 願望 なし 吾尓所見社。 我に見えこそ。
（私に姿を見せて下さい。）
12 3154 連用形 願望 なし 早去欲。 早く行きこそ。
（早く行っておくれ。）
12 3155 連用形 願望 なし 靡有社。 靡きてありこそ。
（靡き伏せておくれ。）
13 3227 連用形 願望 なし 夢尓令見社。 夢に見えこそ。
（夢に見えて下さい。）
13 3254 連用形 願望 なし 真福在与具。 ま幸くありこそ。
（ご無事で行ってきて下さい。）
13 3280 連用形 願望 なし 相跡所見社。 逢ふと見えこそ。
（姿を見せて下さい。）
13 3281 連用形 願望 なし 相所見欲。 逢ふと見えこそ。
（姿を見せて下さい。）
13 3283 連用形 願望 なし 夢所見欲。 夢に見えこそ。
（夢に姿を見せて下さい。）
13 3284 連用形 願望 なし 無在乞常。 なくありこそ、と。
（起こらないでほしい、と。）
13 3288 連用形 願望 なし 無有乞常。 なくありこそ、と。
（起こらないでほしい、と。）
13 3292 連用形 願望 なし 有社等。 ありこそ、と。
（あってほしい、と。）
16 3866 連用形 願望 なし 早告許曽。 早く告げこそ。
（早く知らせておくれ。）




20 4365 連用形 願望 なし 伊母尓都岐許曽。 妹に告ぎこそ。
（故郷のあの子に伝えておくれ。）
20 4408 連用形 願望 なし 伊弊尓都氣己曽。 家に告げこそ。
（家の者に伝えて下さい。）
20 4473 連用形 願望 なし 安里等都氣己曽。 ありと告げこそ。
（元気でいると伝えて下さい。）
E　連体形に接続した「こそ」  
巻 歌番号 接続 意味 結び 関係 用例 訓（訳）
14 3509 連体形 強調 助詞 安路許曽要志母。 あろこそ良しも。
（あることだけは嬉しい。）
F　已然形に接続した「こそ」  
巻 歌番号 接続 意味 結び 関係 用例 訓（訳）
1 50 已然形 強調 已然形 縁而有己曽、…浮倍流礼。 依りてあれこそ、…浮かべ流せれ。
（従っているからこそ、…浮かべ流しているのです。）
2 118 已然形 強調 已然形 戀礼許曽、…漬而奴礼計礼。 恋ふれこそ、…漬ちてぬれけれ。
（恋しく思って下さるので、…濡れてほどけたのですね。）
3 237 已然形 強調 已然形 詔許曽、志斐伊波奏。 詔らせこそ、志斐いは奏せ。
（おっしゃるからこそ、志斐めはお話し申し上げるのですよ。）
4 639 已然形 強調 已然形 如是戀礼許曽、…寐不所宿家礼。かく恋ふれこそ、…寝ねらえずけれ。
（こんなにも恋しく思って下さるから、…寝られないのです。）
4 739 已然形 強調 已然形 念社、…至今日毛生有。 思へこそ、…今日までも生けれ。
（思っているから、…今日まで生きながらえているのです。）
7 1366 已然形 強調 已然形 意有社、波不立目。 心あれこそ、波立てざらめ。
（心があるからこそ、波を立てないのでしょう。）
12 2868 已然形 強調 已然形 逆接 思許増、…長欲為礼。 思へこそ、…長く欲りすれ。
（思っているからこそ、…長かれと願っていますのに。）
12 2922 已然形 強調 已然形 逆接 念許増、…悞有家礼。 思へこそ、…嬉しかりけれ。
（思うからこそ、…嬉しくてならなかったのに。）
13 3307 已然形 強調 已然形 逆接 然有社、…汝情待。 然れこそ、…汝が心待て。
（だからこそ、…あなたの心が向くのをまっていたのですが。）
13 3309 已然形 強調 已然形 逆接 念社、…汝心待。 思へこそ、…汝が心待て。
（思っているから、…あなたの心が向くのを待っていたのですが。）
16 3852 已然形 強調 已然形 死許曽、…山者枯為礼。 死ぬれこそ、…山は枯れすれ。
（死ぬからこそ、…山は枯れたりするのですね。）












19 4234 已然形 強調 已然形 千重尓積許曽、吾等立可氐祢。千重に積めこそ、我が立ちかてね。
（幾重にも降り積もるから、私は腰をあげかねているのです。）
18 4111 已然形 強調 助詞 之可礼許曽、…名附家良之母。 然れこそ、…名付けけらしも。
（だからこそ、…名付けたようです。）
1 13 已然形 強調 連体形 然尓有許曽、…相挌良思吉。 然にあれこそ、…争ふらしき。
（そうであるあるからこそ、…争うもののようです。）
12 3216 已然形 強調 なし 飽不足社。 飽き足らねこそ。
（心残りですから。）
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